
 

府 SA連協 2022年 11月  HP 北ブロック交流会 

活動名 北ブロックおもちゃ交流会 活 動 定例 □不定期 

活動会場 吹田市立夢つながり未来館 報告者 
手塚 

活動月日 １１月２５日（金） 推進リーダ 
長澤（SA吹田） 

活動内容 おもちゃづくりと意見交換 

スタッフ名 SA吹田（手塚、長澤他６名） 

参加者 連協：村松理事長、SA池田１名、SA箕面１名、SA茨木２名、SA高槻２名 

活動概要 

 １おもちゃ作り  相撲ロボット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

所 感 

 ・メンバ－の減少と言う共通の大きな課題があるが定期的に行われている「おもちゃ部会」では 

  どのような話し合いをされているのか？ 

 ・従来、おもちゃと言えば子どもが対象であるが SA池田では高齢者施設での取り組みも行われて 

  いるとか各地区でもトライする価値はあると感じた。 

 

SA吹田が得意とするモータを使った 

「相撲ロボット」作りを体験してもらった。 

悪戦苦闘する場面もあったが全員、無事に 

ロボットが動いた。また吹田のおもちゃ学

校を修了された SA 茨木からモータを使っ

た「ス－パ－カ-」のデモンストレーション

があり盛り上がった。 

 

いずれのSAもメンバ－の高齢化と新規メンバ

－不足による人員減が共通の悩み。 

年１回の交流会だけではなくもっと頻繁な意

見交換の場が必要ではとの意見も 

吹田が行っている「おもちゃ学校」は新規メン

バ－獲得に有効、各地域に展開できればとの 

発言があった。 


